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年
が
明
け
て
早
々
テ
レ
ビ
の
画
面
に
は
、
中
国
・
武
漢
の

海
鮮
市
場
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
、
多
く

の
犠
牲
者
が
出
た
、
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

春
・
夏
・
秋
と
過
ぎ
て
、
今
約
七
千
万
人
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
そ
の
名
称
を
「S

A
R
S
-
C
o
V   

   

-
2
 

」
と
名
付
け
、病
名
を
「C

O
V
ID
-
19

」
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
、
人
々
は
目
に
見
え
な
い
、そ
ば
に
い
る
か
も
知

れ
な
い
恐
怖
と
戦
っ
て
来
ま
し
た
。
危
機
が
訪
れ
た
時
、 

神
は
「
天
の
配
剤
」
と
し
て
、
よ
き
リ
ー
ダ
ー
を
お
遣
わ
し

に
な
る
も
の
で
す
。
最
も
大
切
な
こ
と
は
リ
ー
ダ
ー
の
力

強
い
励
ま
し
の
言
葉
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
も
開
発
さ
れ
ま
し

た
が
、
や
は
り
一
人
一
人
が
油
断
な
く
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
収
束
の
道
の
よ
う
で
す
。「
マ
ス
ク
」「
手
洗
い
」「
換

気
」
を
心
懸
け
、
来
年
は
笑
顔
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
皆
様
に
は
私
共
の
事
業
に
ご
協
力

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
は
更
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

皆
様
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
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事
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俊
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小松帯刀別邸跡 
 

鶴丸城御楼門 

鹿児島県はおもしろい 

鹿児島県はたのしい 

鹿児島県はおいしい 

鹿児島県はあたたかい 

   そして 

鹿児島県は不思議のくに 
 

ご
挨
拶 

 
 

義弘公 26 年の居城飯野城からえびの市

を望む 

 

種子島ツアー 種子島いわさきホテル前 

大木先生の野外教室 開聞花瀬海岸 

 

錦
江
町
神
川
海
岸
の
影
絵 

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン 

斉
彬
の
事
業
、
池
田
湖
鳥
越

堀
切
か
ら
今
も
開
聞
を
潤

す
水
路 

私
共
の
ツ
ア
ー
の
ス

ナ
ッ
プ
、
下
見
が
て
ら

気
に
な
っ
た
画
像
を

取
り
上
げ
て
み
ま
し 

 

た
。
勝
手
に
載
せ
て
し

ま
っ
て
皆
さ
ん
、
ご
め

ん
な
さ
い
！ 

http://www.kagoshima-/
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シ
リ
ー
ズ
「
さ
つ
ま
の
女
性
」
其
の
㈥ 

時
代
を
超
え
て
今
に
生
き
る 

～
女
殿
様
松
寿
院
～   

寄
稿 

島
津
登
志
子 

 

幕
末
の
時
代
、
種
子
島
の
女
殿
様
と
し
て
島
政
を
行
っ

た
松
寿
院
は
、
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
薩
摩
藩
主
島
津

斉
宣
の
次
女
と
し
て
鹿
児
島
城
に
生
ま
れ
、
お
隣
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
生
後
３
ヶ
月
で
種
子
島
家
へ
輿
入
れ
し
、

１
５
歳
（
以
後
年
齢
は
数
え
年
）
で
、
後
に
２
３
代
島
主

と
な
る
種
子
島
久
道
（
１
９
歳
）
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

種
子
島
家
は
、
鎌
倉
期
よ
り
続
く
名
家
で
、
薩
摩
藩
で
は

家
老
職
な
ど
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
産
し

た
六
人
の
子
供
の
う
ち
二
人
の
男
子
、
二
人
の
女
子
が

次
々
と
夭
折
、
成
長
し
た
の
は
二
人
の
娘
だ
け
で
し
た
。 

文
政
１
２
年
（
１
８
２
９
）
、
夫
の
久
道
が
亡
く
な
り
、

３
３
歳
の
お
隣
は
松
寿
院
と
な
り
ま
し
た
。
後
継
に
相
応

し
い
人
物
を
見
出
せ
ず
、
松
寿
院
は
自
身
が
家
政
を
執
る

こ
と
を
薩
摩
藩
に
願
い
出
、
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
藩
主
斉

興
の
妹
が
政
務
を
と
れ
ば
、
種
子
島
家
へ
の
影
響
力
が
強

化
で
き
る
と
い
う
利
点
が
、
薩
摩
藩
側
に
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
天
保
１
３
年
（
１
８
４
２
）
異
母
弟
の
久

珍
が
、
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継
承
す
る
ま
で
の
１
３
年

間
、
松
寿
院
は
政
務
を
執
り
ま
し
た
。
本
家
と
血
縁
の
濃

い
松
寿
院
は
、
鹿
児
島
城
内
で
も
重
い
扱
い
を
受
け
て
い

ま
す
。
嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
）
斉
彬
の
養
女
と
し
て
篤

姫
が
入
城
し
た
時
は
、
篤
姫
の
両
親
と
共
に
食
事
を
し
、

斉
彬
の
着
城
の
折
は
、
篤
姫
、
典
姫
（
斉
彬
娘
）
と
共
に

お
出
迎
え
を
す
る
な
ど
、
鹿
児
島
城
大
奥
の
ま
と
め
役
の

よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
正
月
、
久
珍
が
３
３
歳
の
若

さ
で
他
界
、
家
督
を
継
い
だ
の
は
乳
飲
み
子
の
２
５
代
久

尚
で
し
た
。
５
８
歳
の
松
寿
院
は
、
後
見
役
と
し
て
再
び

島

政

を

執

り

、

三

大

事

業

を

果

た

し

ま

す

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
政
４
年
正
月
、
種
子
島
南
部
の
大
浦
川
の
川
直
し
を
、

御
手
元
金
を
使
っ
て
開
始
し
ま
す
。
大
浦
川
の
周
辺
の
土

地
は
、
海
面
と
同
じ
高
さ
で
、
満
ち
潮
で
は
海
水
が
川
上

に
さ
か
の
ぼ
り
、
潮
入
田
と
な
っ
て
米
が
と
れ
な
か
っ
た

た
め
で
す
。
十
一
月
に
は
完
成
、
以
後
美
田
が
広
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
浦
川
河
口
で
の
塩
田
作
り
も
開
始
、
そ

の
た
め
の
堤
防
工
事
も
同

年
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

後
さ
ら
に
製
法
の
研
究
を

重
ね
、
文
久
元
年
（
１
８
６

１
）
に
は
、
年
間
一
千
石
の

塩
が
生
産
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ま
で
塩
が
ま

か
な
え
な
か
っ
た
島
内
の

自
給
の
み
で
な
く
、
屋
久

島
へ
も
売
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
は
、
港
の
防
波
堤
建
設
の

許
可
と
、
毎
年
３
０
０
両
ず
つ
４
年
間
１
２
０
０
両
を
薩

摩
藩
よ
り
提
供
し
て
も
ら
う
約
束
を
得
ま
し
た
。
種
子
島

の
港
は
暗
礁
が
多
く
、
北
西
の
季
節
風
も
強
く
て
、
交
通

の
要
衝
に
も
か
か
わ
ら
ず
危
険
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
文

久
元
年
十
月
に
は
、
従
来
の
波
止
め
を
増
築
し
た
築
島
工

事
が
、
翌
年
に
は
沖
の
波
止
め
の
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

約
３
年
の
月
日
を
か
け
、
歴
代
島
主
の
願
い
だ
っ
た
安
全

に
出
入
り
の
出
来
る
港
の
完
成
で
す
。
松
寿
院
、
６
６
歳

の
時
で
し
た
。
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
、
６
９
歳
で
亡
く

な
っ
た
松
寿
院
は
、
女
性
な
が
ら
並
外
れ
た
政
治
力
を
発

揮
し
、
外
圧
迫
る
多
難
な
時
期
を
、
薩
摩
藩
と
の
巧
み
な

協
力
で
見
事
に
乗
り
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、
種
子
島
を
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
島
に
し
た
い
と
い
う
松
寿
院
の
利
他

の
志
が
、
周
囲
に
も
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
大
き
な

事
業
は
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
課
せ
ら
れ

た
人
生
を
、
懸
命
に
骨
太
に
生
き
抜
い
た
松
寿
院
の
姿
に
、

深
い
感
動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

参
考 

村
川
元
子
『
松
寿
院
』 

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書

館
『
女
性
た
ち
の
明
治
維
新
』 

崎
山
健
文
「
史
料
紹
介
「
嘉
永
六
年 

表
方
御
右

筆
間 

日
記
」
（
一
）
『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』

第
２
３
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マングローブパーク （大浦川河口） 

旧西之表港の築島と突堤 

松寿院の墓 

（御拝塔墓地） 
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～
紀
行
～ 

 
 

 
 

 
 

今
井
俊
子 

種
子
島
の
奥
深
い
歴
史
と 

宇
宙
に
一
番
近
い
場
所
を
訪
ね
て 

十
一
月
四
日
快
晴
。
高
速
船
「
ト
ッ
ピ
ー
」
午
前
九
時 

西
之
表
港
到
着
。
二
一
名
様
は
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
夢
の

種
子
島
二
泊
三
日
の
旅
へ
出
発
。
旅
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は 

「
種
子
島
家
の
女
殿
様
松
寿
院
の
事
績
と
種
子
島
の
不

思
議
」
・
・
・
・
ま
ず
は
種
子
島
の
城
・
赤
尾
木
城
址
。

風
の
強
い
種
子
島
に
防
風
林
と
し
て
ア
コ
ウ
の
木
を
植

え
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

種
子
島
は
一
五
四
三
年
鉄
砲
伝
来
の
島
と
し
て
教
科
書

に
も
登
場
し
ま
す
が
、
当
主
の
種
子
島
時
堯
は
、
そ
の
時

十
五
才
で
し
た
。
西
洋
の
破
壊
力
に
目
を
み
は
っ
た
時
堯

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
二
丁
の
鉄
砲
を
二
千
両
で
買
い

（
西
村
天
因
著
、
南
島
偉
功
伝
）
、
製
造
を
矢
板
金
兵
衛

に
命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
「
ネ
ジ
」
の
作
り
方
が
ど
う
し

て
も
わ
か
ら
ず
、
思
い
あ
ぐ
ね
た
末
に
娘
の
「
わ
か
さ
」

を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
嫁
が
せ
、
そ
の
製
造
方
法
を
教
え
て

貰
い
ま
し
た
。
国
産
第
一
号
は
「
鉄
砲
館
」
に
展
示
さ
れ

て
お
り
、
歴
史
の
転
換
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
鉄
砲
館
」
は
古
代
の
歴
史
か
ら
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
ま
で
楽

し
く
学
べ
る
資
料
館
で
「
ウ
シ
ウ
マ
」
と
い
う
絶
滅
し
た

馬
の
標
本
も
展
示
し
て
あ
り
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。 

～
「
月
窓
亭
」
～ 

一
七
九
三
年
家
老
の
羽
生
道
潔
が
建
て
た
武
家
屋
敷
で
、

明
治
に
は
孫
の
慎
翁
が
こ
の
家
で
茶
道
・
華
道
の
修
行
に

励
み
、
池
坊
大
日
本
会
頭
職
を
務
め
、
鹿
児
島
県
の
文
化

向
上
に
尽
く
し
ま
し
た
。
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
は
鹿

児
島
の
種
子
島
家
上
屋
敷
が
焼
け
落
と
さ
れ
。
住
む
家
が

な
く
な
っ
た
二
七
代
守
時
公
を
月
窓
亭
に
迎
え
入
れ
、
種

子
島
屋
敷
と
な
り
ま
し
た
。
七
百
年
の
歴
史
を
綴
っ
た

「
種
子
島
家
譜
」
生
き
人
形
の
「
山
の
井
様
」
等
の
宝
物

が
多
数
保
存
さ
れ
、
今
日
も
尚
こ
の
亭
を
訪
れ
る
人
が
絶

え
ま
せ
ん
。
亭
で
は
種
子
島
に
自
生
す
る
「
月
桃
」
か
ら

作
ら
れ
た
月
桃
茶
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。
そ
の
味
に
魅
せ
ら

れ
た
フ
ァ
ン
も
多
い
そ
う
で
す
。
「
月
桃
」
は
鹿
児
島
で

は
サ
ネ
ン
花
と
呼
ば
れ
、
サ
ネ
ン
の
ダ
ゴ
は
心
地
よ
い
香

り
に
包
ま
れ
た
郷
土
菓
子
で
、
サ
ネ
ン
の
葉
は
防
虫
剤
に

も
な
り
ま
す
。 

～
地
域
情
報
～ 

黒
潮
の
流
れ
る
種
子
島
は
気
候
も
温
暖
で
、
年
間
の
平
均

気
温
は
十
九
・
六
度
。
降
雨
量
は
二
、
三
五
〇
ミ
リ
と
少

雨
で
、
最
も
高
い
山
が
二
八
二
メ
ー
ト
ル
と
平
た
い
島
で

す
。
島
の
特
産
は
薩
摩
芋
、
落
花
生
、
黒
糖
。
そ
し
て
豊

か
な
漁
場
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
適
地
。
人
口
二
八
、
五
四
九

人
（
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
現
在
）
人
口
減
少
が
続
い

て
い
る
印
象
で
す
が
、
実
は
一
度
島
を
出
た
若
者
の
三
〇

～
四
〇
％
が
結
婚
し
家
族
と
共
に
島
に
戻
っ
て
来
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
の
原
因
は
高
齢
者
の
死
亡
が
出
生
児
よ

り
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
田
舎
に
は
働
く
場
所
が

な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
「
生
活
産
業
」
と
呼
ば
れ
る
職

業
が
あ
り
、
日
常
の
生
活
を
支
え
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

道
路
・
船
舶
・
港
湾
・
学
校
・
病
院
・
介
護
施
設
・
役
場
・

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
修
理
工

場
・
保
険
会
社
・
食
事
処
・
旅
館
・
民
宿
・
ホ
テ
ル
な
ど

あ
ら
ゆ
る
業
種
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
（
徳
野
貞
雄
・
南
日

本
新
聞
よ
り
）
。
暮
ら
し
や
す
さ
、
子
育
て
の
し
や
す
さ

と
い
っ
た
、
お
金
だ
け
の
都
会
暮
ら
し
は
し
た
く
な
い
と

考
え
る
若
者
た
ち
の
将
来
を
み
す
え
た
考
え
方
は
正
し

い
と
思
い
ま
す
。
馬
毛
島
問
題
で
高
校
生
た
ち
が
島
の
将

来
に
つ
い
て
不
安
を
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
行
政
担
当
者

は
島
の
特
性
を
再
度
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

～
御
拝
塔
墓
地
（
オ
ハ
ー
ト
ー
ぼ
ち
）
～ 

種
子
島
家
歴
代
の
当
主
と
そ
の
家
族
の
墓
で
す
。
ひ
と
際

目
を
引
く
謎
め
い
た
墓
が
「
カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼
」
キ
リ
ス

ト
教
名
と
仏
教
名
を
持
つ
女
性
で
す
。
島
津
十
九
代
光
久

の
外
祖
母
で
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
小
西
行
長
に
嫁
し
た
女

性
で
す
が
、
行
長
亡
き
後
、
薩
州
島
津
家
忠
辰
の
弟
忠
清

の
妻
と
な
り
、
慶
安
と
い
う
女
子
を
産
み
ま
す
。
こ
の
慶

安
は
や
が
て
島
津
十
八
代
家
久
の
側
室
と
な
り
、
光
久
を

産
み
ま
す
。
元
々
小
西
行
長
の
影
響
を
受
け
て
キ
リ
シ
タ

ン
と
な
り
、
島
津
家
と
縁
続
き
と
な
っ
て
も
信
仰
を
捨
て

ず
、
家
久
は
徳
川
幕
府
の
禁
教
令
に
基
づ
い
て
、
カ
タ
リ

ナ
永
俊
尼
を
種
子
島
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
カ
タ
リ
ナ
永

俊
尼
と
そ
の
娘
永
身
と
孫
於
鶴
の
三
人
の
墓
に
わ
ざ
わ

ざ
「
こ
の
人
は
紛
れ
も
な
い
仏
教
徒
で
す
」
と
刻
ん
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
信
念
を
貫
き
毅
然
と
し
た
姿
勢
が
伝
わ

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
次
頁
へ
続
く
） 

 
 

 
 

 
    

    
    

    
    

    
    

    
    

   
 
 
 
 

御
拝
塔
墓
地 

 
 

 
 

 
 

カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼
の
墓 

 
 

月
窓
亭 

 
 



2020 年 12 月 25 日    NPO 法人かごしま新発見伝塾会報 http://www.kagoshima-shinhakken.net 

～
松
寿
院
の
事
績
～ 

 
 

 
 

㈠ 

大
浦
川
の
川
直
し 

  

大
浦
川
は
現
在
の
中
種
子
町
と
南
種
子
町
の
境
付
近
を

流
れ
て
い
る
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
壮
大
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
森
が
広
が
る
場
所
の

上
流
に
水
田
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
当
時
は 

満
潮
時
と
も
な
る
と
海
水
が
一
キ
ロ
上
流
の
三
町
歩
が

潮
入
田
と
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
松
寿
院
は
川
幅
を
広
げ
、

土
手
を
築
き
、
潮
入
り
を
防
ぐ
大
土
木
工
事
を
行
っ
て
、

豊
か
な
水
田
地
帯
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
工
事
に
携
わ
る

農
民
の
安
全
祈
願
の
為
、
水
天
宮
を
祀
っ
て
崇
め
て
の
大

工
事
で
し
た
。 

㈡ 

塩
田
開
発 

 

塩
田
は
大
浦
川
の
河
口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
干
潟

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

元
々
は
網
代
焚
き
で
効
率
が
悪
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で

出
水
か
ら
技
術
者
を
招
い
て
、
本
釜
焚
き
と
し
た
そ
う
で

す
。
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

相
当
な
難
工
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

㈢ 

西
之
表
港
波
止
場
修
築 

青
い
海
の
広
が
る
旧
西
之
表
港
に
築
島
と
沖
の
岩
岐
と

呼
ば
れ
る
防
波
堤
が
、
現
在
で
も
見
事
な
形
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
目
を
引
く
の
が
鹿
児
島
の
小
野
の
石
工
十

三
人
が
呼
ば
れ
て
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
甲

突
川
に
五
石
橋
を
架
け
た
あ
の
石
工
集
団
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
本
藩
か
ら
調
査
に
や
っ
て
来
た
役
人
を
宴
会
で

も
て
な
し
、
帰
り
に
は
土
産
物
を
ど
っ
さ
り
持
た
せ
た
。
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
大
事
業
の
中
で
も
、築
提
工

事
は
自
分
が
や
り
遂
げ
ね
ば
、
と
い
う
松
寿
院
の
強
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。（
参
考 

村
川
元
子
著 

松
寿
院
） 

～
広
田
遺
跡
～ 

こ
の
島
の
住
み
や
す
さ
に
よ
り
旧
石
器
時
代
か
ら
人
間
の

歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
島
に
亘
っ
て
各
時
代
の
遺

跡
が
各
所
に
み
ら
れ
、
発
掘
品
か
ら
高
い
文
化
度
が
わ
か

り
ま
す
。
中
で
も
弥
生
時
代
を

示
す
「
広
田
遺
跡
」
で
は
南
方

産
の
貝
を
利
用
し
た
貝
製
品
、

一
五
八
体
の
集
団
墓
地
、
日
本

初
の
文
字
と
さ
れ
る
「
山
」
と

刻
ま
れ
た
遺
跡
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
一
日
中
飽
き
な
い
国
史

跡
の
「
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
は
お
勧
め
で
す
。  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 年度これまでの活動 

街歩き（街歩きに関する事業） 
   ０９月２０日  第５６回街歩き  西郷さんを偲んで                05名 
  １０月２４日   第５７回街歩き  庶民パワーの町仲町・金生町            04名 
  11 月２８日  第５８回街歩き  桜島アイランドビューで溶岩散歩          11 名 
バスツアー（観光資源の発掘に関する事業） 
  ０９月 1９日  乱世の武人島津義弘と新納忠元を旅する えびの、栗野、大口 ２6名 
  １０月 1７日  大木公彦先生と行く大地は語る旅～驚異の阿多カルデラ～    25名 
ツアー（観光資源の発掘に関する事業） 
  １１月 4 日～6日 種子島の奥深い歴史と宇宙に一番近い場所を訪ねる    21名 
講座「歴史よもやま話」（観光に携わる人材育成に関する事業） 
  ０６月１1 日  家久の上京日記                      16名 
  ０６月２５日  「麒麟がくる」明智光秀の謎                 25名 
  ０７月０９日  稲盛和夫の世界と JALの奇跡                 17名 
  ０８月２７日  種子島の女城主「松寿院」                  22名 
  ０９月２４日  アヘン戦争をめぐる斉彬と幕府               21名 
  １０月２９日  斉彬の集成館事業                     17名 
  １１月１９日   生麦事件の真相                      23名 
  １２月１０日   薩摩を背負って立つ～近衛忠房御簾中「貞姫」         25名 

その他・・・ツアーガイド、講演、グランドマスターフィールドワークなど全て中止になりました。 

 

種子島の奥深い歴史と宇宙に一番近い場所を訪ねる 

令和２年１１月４日（水）～６日（金） ２泊３日  

11/4(水) 鹿児島港～(高速船)～西之表港＝＝鉄砲館 

＝赤尾木城跡＝月窓亭＝＝御拝塔墓地・栖林寺 

＝＝味処井元(昼食)＝＝築島＝＝慈遠寺跡＝＝ 

ヘゴ自生群落地＝＝田畑鋏製作所＝＝ 

種子島いわさきホテル 

11/5(木) ホテル＝＝広田遺跡＝＝美の吉(昼食) 

＝＝赤米館＝＝花峰小＝＝前之浜＝＝門倉岬 

＝＝八作（夕食）＝＝種子島いわさきホテル 

11/6(金) ホテル＝＝宇宙科学技術館＝＝トンミー市場 

＝黒潮(昼食)＝＝古市家住宅＝＝日本一ソテツ 

＝＝マングローブパーク＝＝千座の岩屋＝＝ 

西之表港～(高速船)～鹿児島港 

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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集
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今
井
征
男 


